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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

歯石は、従来からプラークリテンション因子として歯周病の発症に関与

することが知られているが、歯石自体に炎症を惹起する作用があるかどう

かは明らかにされてこなかった。本研究では、歯石がインフラマソームを

活性化して IL-1βの産生を促進しているかどうかを明らかにしようとし

たもので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

歯石によるインフラマソームの活性化は各種阻害剤およびインフラマ

ソーム構成成分欠損マウス由来マクロファージを用いて入念に解析して

いる。また、歯石の結晶構造のインプラマソーム活性化作用は、加熱処理

により有機成分の影響を除外した歯石および有機成分を含まない合成ハ

イドロキシアパタイトを用いて確認している。さらに、マクロファージの

歯石粒子の貪食は電子顕微鏡で確認しており、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

歯石中の微生物成分による IL-1βmRNA の誘導と結晶構造によるインフ

ラマソームの活性化について、直接的および間接的手法を用いて解析して

いる。その結果、歯石中の微生物成分の影響を除外したとしても、その結

晶構造がインフラマソームを活性化することを明らかにし、歯石の為害性

に関する新たな側面を明らかにした。歯石は歯周病患者に高頻度に観察さ

れることから、今後の歯周治療・予防法開発への応用が期待される。 

 

以上のように本論文は歯周病の発症・進行過程の研究に貢献するところ

が大であり、審査委員は全員一致で博士（歯学）の学位に値するものと判

断した。 

 

 


